
I. は じ め に

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災に伴う大

津波により，青森県から千葉県に至る広範囲の沿岸が

被災し，多大な被害が生じた。地震によって引き起こ

される津波は，沿岸部の生物多様性にも負の影響を及

ぼす1)。一方で，岩手県，宮城県，福島県の東北沿岸部

では，津波の影響を受けた跡地に絶滅危惧種を含む湿

生植物群落が形成された2)〜5)。宮城県南三陸町の沿岸

部に形成された湿生植物群落にも，ミズオオバコ，ミ

ズアオイ，シャジクモおよびトリゲモ（以上，環境省

RDB準絶滅危惧，絶滅危惧 II 類，宮城県RDB，宮城

県RDB 準絶滅危惧）など，希少な植物が多く含まれ

ていた6)。これは，地震により発生した津波が農地を

撹
かく

乱したことによって，休眠状態にあった埋土種子の

発芽に必要な条件が整い，生育したと推察される。し

かし，東北沿岸の海岸から内陸部にかけて行われた大

規模な復旧・復興事業により，再生した湿地環境は消

失した。

筆者らは，農地・道路の復旧事業の実施により消失

する恐れのあった湿生植物群落の生育地の土壌を耕作

放棄地に移植する保全活動を行った。埋土種子を含む

土壌（以下，「土壌シードバンク」という）の移植は植

生回復に貢献するが7),8)，移植先は生育環境が類似し

た湿地が望ましいとされる9),10)。この地域では，復旧

・復興事業によって類似した湿地環境が消失する計画

にあった。そこで，筆者らは土壌シードバンクの移植

先として，耕作放棄地を利用した。本報では，耕作放

棄地を利用した絶滅危惧種を含む湿生植物群落の保全

対策の効果と課題について報告する。

II. 材料と方法

1. 試験対象地

本試験では，宮城県南三陸町波伝谷地区の水田跡地

に再生した湿生植物群落の土壌シードバンクを移植の

ための試料とした。湿生植物群落は 3 カ所で確認さ

れ，各群落を土壌の移植元としてドナーシードバンク

ポイント（以下，「DP」という）とした。DP1 からは

ミズアオイ，DP2 からはミズオオバコ，トリゲモ，

シャジクモといった希少植物の生育が確認された。

DP3 からはミズアオイに加えてイチョウウキゴケも

確認された。

上記の湿生植物の新たな生育地として，約 5 km離

れた南三陸町寺浜地区の耕作放棄水田を，土壌のまき

出し区画とした。移植先である寺浜地区の耕作放棄水

田は，2011 年から作付けが行われておらず，ヨシやガ

マに覆われていた。また，谷戸田の最も低い場所に立

地した湿田であった。

2. 土壌のまき出し作業

2014年 4月9日と 26 日に波伝谷水田跡地から土壌

を採取し，寺浜地区の耕作放棄水田へまき出した。ま

ず，DP1〜3 から，それぞれ 1.1 m3（3.5×6×0.05

m），1.0 m3（5.5×3.5×0.05 m），1.1 m3（6.5×3.5×

0.05 m）の土壌をプラスチックコンテナに採取した。

この採取した土壌中に混在している植物体や石などを

できるだけ取り除いたあとに，耕作放棄水田へまき出

した。土壌のまき出しは，水田1筆（20m×15 m）に

対して 15m×9 m の範囲に行った。まき出し範囲に

は，あらかじめ3m×3 mの区画を12 カ所設定し，区

画ごとにDP土壌の由来ががわかるように散布した。

また，3区画分を土壌のまき出しを行わない区画に設

定した。

3. 耕作放棄水田の管理作業

移植先とした耕作放棄水田は，多年生草本であるヨ

シやガマが優占種となっていた。湿生植物群落の再生

には，本来の生息地に生育していない多年生草本を抑

制することが重要とされている11),12)。そこで，土壌

シードバンクのまき出し前に多年生高茎草本の刈取り

を実施した。刈取り作業では，刈取り機を用いて多年

生高茎草本を刈り取ったあとに，スコップを用いてヨ

シやガマの根を除去するとともに，水田土壌の撹拌作

業を人力で行った。そして，軽トラックで運びこんだ
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土壌は，撹拌後の土壌表面に広く薄く延ばすようにま

き出した。

試験地となった耕作放棄水田の管理作業を表-1に

示した。筆者らは，土壌のまき出し前の除草に加え

て，定期的にヨシ，ガマおよびアメリカセンダングサ

の除草作業を行った。移植から2カ年が経過してもヨ

シやガマ類などの多年草が優占種であったことから，

2016 年 4月26，27 日に撹乱強度を高めることを目的

にトラクタ（ヤンマー製，アグリカ AC-10）を用い

て，深度約20 cmの代かき作業を行った。トラクタに

よる代かき作業は，地域の農業者に協力を得て実施し

た。湿生植物の再生には，水の供給が欠かせないた

め，地権者に定期的な導水作業を委託することで湛水

深の確保に努めた。同時に湛水深が維持されるように

畦畔を補修した。

4. 土壌シードバンク移植後の植生調査

土壌シードバンクをまき出したあとに成立する植生

を把握するため，2014年から 2016 年までの 7 月と 9

月にまき出し区画内の植生調査を実施した。植生調査

方法は，被度階級を被覆率に換算する方法を用いたブ

ロン＝ブロンケの全推定法13)に従い，すべての出現種

の被度および群度，高さを調査した。植生調査は，3

m×3 m の 1 区画に対して 1m×1 m のコドラートを

4カ所設定し，コドラート内の全種に対して，種ごと

の調査区内の面積，平均草丈，植被率（植物が調査区

内を覆う割合），優占種，被度および群度と水位を記録

した。

III. 結 果

1. 希少植物の出現状況

土壌シードバンクの移植後に確認された絶滅危惧種

を表-2に示した。ミズアオイは，2014年から2016 年

までの 3 年間に確認できた。ミズアオイは，2016 年

に過去 2 年間と比較して大きな群落を形成した。ミズ

オオバコとシャジクモは，2014年と2016 年に確認で

きたが 2015 年には確認できなかった。ホッスモ，ト

リゲモ，イチョウウキゴケは3年間を通じて確認でき

なかった。サンショウモとサジオモダカは，移植元の

植物群落には確認できなかったが，耕作放棄水田で新

たに生育を確認することができた種である。なお，ま

き出しを行わなかった区画から，移植元の絶滅危惧種

は確認されなかった。したがって，確認できた絶滅危

惧種は，移植によって再生したと判断した。

2. 一年生と多年生草本の植物量と種数の変化

一年生と多年生草本の植物量の経年変化から 2014

年から 2015 年にかけて多年生草本の植物量が増加し

ていることがわかる（図-1）。これに対して，2016 年

は一年生植物の植物量が増加し，多年生草本の植物量

が大きく減少した。これは 2016 年に実施したトラク

タによる代かき作業の撹乱によりヨシやガマ類の生育

を抑制したことによる。また，このトラクタを利用し

た撹乱によって，一年生植物の種数が増加した（図

-2）。多年生草本は地下茎で越冬し翌年に成長を再開

するため繁殖力が高い。多年生草本が優占すると光条

件を必要とする一年生植物の生育環境が奪われ，種の

多様性が失われてしまう可能性がある。植物群落は撹

乱がなければ，一年生植物から多年生草本植物へと遷

移していくため，植物種の多様性を維持するために

は，植生を大きく破壊しすぎない程度の撹乱を起こす

必要があることが示唆された。

3. 優占種の経年変化

植物量からみた優占種の上位 10 種の経年変化を表

-3に示した。2016 年は上位 6 種が一年生植物となっ

た。ミズアオイは，2014年，2015 年に比べて植物量

が大きく増加し，2016 年は優占種の第 3位となった。

ヨシは2014年に第 2位（3.6 m3），2015 年には第 1位

（19.4m3）となったが，2016 年は優占種の上位 10 種

に入らず，2016 年は 0.05 m3と激減した。このように

トラクタによる撹乱の効果が植物量からも明らかと

なった。

4. 耕作放棄水田の推移と水温

耕作放棄水田の平均水位は，2014年 7 月から 2015

年 7 月までは 1.1〜1.5 cm程度であった。2015 年 9

月以降は，地権者に水量を増やすよう依頼して，常に
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表-1 移植地での管理作業内容

年度
備考

2014 2015 2016

ヨシ・ガマの除草 4月 4月 人為作業

表土撹乱 4月 4月 人為作業

代かきによる撹乱 4月 機械作業

畔の修復 4月 人為作業

導水＆水量調節 4〜9月 地権者

アメリカセンダングサの除草 7〜9 月 人為作業

表-2 移植地での絶滅危惧種の確認の有無

種名 生活形 DP
年度 環境省

RDB

宮城県

RDB
2014 2015 2016

ミズアオイ 一年生 1 ○ ○ ◎ NT

ミズオオバコ 一年生 2 ○ ○ VU NT

シャジクモ 一年生 2 ○ ○ VU

ホッスモ 一年生 2 VU

トリゲモ 一年生 2 VU CR＋EN

イチョウウキゴケ 一年生 2，3 NT CR＋EN

サンショウモ＊ 一年生 ○ VU

サジオモダカ＊ 多年生 ○ ○ ○ NT

注） ○：疎らな生育，◎：群落形成，＊：耕作放棄水田から新たに生

育した種



3.1〜4.0 cm程度の水位を維持することができた。

耕作放棄水田の水温は，4月と 5月はDP と水温差

がなかった。7 月には水温が上昇する傾向にあった

が，水温が 25℃を超えることはなかった。7 月の平

均水温は23.9〜24.9℃，8月でも 24.3〜25.3℃を示

した（図-3）。この値は，ミズアオイ（15〜29℃）やミ

ズオオバコ（20〜27℃）の発芽や生育に適した水温の

範囲14),15)に維持されていた。これは，谷戸田の低地に

位置する湿田を移植地としたため，湧水の供給により

水田の水温上昇が抑制されたためと考えられる。

IV. ま と め

1. 土壌シードバンクの移植による保全効果

本研究により，土壌シードバンクの移植によって，

津波後に再生した湿生植物群落を保全できることが示

された。そして，従来まで指摘されていた湿地に加え

て，耕作放棄地も保全に有効な場となることが明らか

となった。移植が成功したのは，ミズアオイ，ミズオ

オバコおよびシャジクモであった。さらに，希少種で

あるサンショウモとサジオモダカの生育が促された。

しかし，ホッスモ，トリゲモ，イチョウウキゴケの再

生は確認できなかった。これらの種の移植前の生育地

は水深 25 cm程度を維持していた。本種の保全のた

めには，新たに水深 25 cm程度の生息地を新たに用意

する必要がある。

2. 耕作放棄地の利用に伴う課題

津波のあとに再生が確認された湿生植物は，強い撹

乱によって発生した植物であるため，生育維持のため

には継続的な撹乱が必要となる。特に，ミズアオイ，

ミズオオバコ，シャジクモなどの絶滅危惧種を含む一

年生植物の生育には，十分な光環境が必要となる。ヨ

シやガマなどの高茎多年生草本が繁茂すると上層が完

全に被覆されてしまうため，十分な光環境が得られず

実生が発芽できない。移植した個体群は非常に少量で

あるため，毎年開花できる状態を維持することを目的

に，トラクタによる代かきの継続が望ましい。

耕作放棄地を湿生植物の再生の場として活用し維持

するためには，撹乱作業に加えて水の供給が必要であ

る。本地区で耕作放棄水田に水を供給することが可能

となったのは，地権者の了解と協力が得られたからで

ある。湿生植物の生育場所として維持していくために

は，代かきと水管理の作業負担に対して，財政面での

公的支援が必要と考えている。そのためには，生態系
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図-1 一年生と多年生草本の植物量の推移

図-2 一年生と多年生草本の種数の推移

表-3 優占種（上位 10 種）の経年変化

2014年 2015 年 2016 年

1
アメリカセン

ダングサ
7.2 m3 ヨシ 19.4m3 タイヌビエ 22.7 m3

2 ヨシ 3.6 m3 アシボソ 15.9 m3 ケイヌビエ 15.9 m3

3 コガマ 2.2 m3 コガマ 13.0 m3 ミズアオイ 8.4m3

4 タウコギ 1.0 m3 セリ 3.4m3 タウコギ 3.6 m3

5 ミズアオイ 0.7 m3 ミズアオイ 3.0 m3 コナギ 2.5 m3

6 コウキヤガラ 0.7 m3 サンカクイ 2.3 m3 アシボソ 0.4m3

7 イヌビエ 0.5 m3 コナギ 1.6 m3 サンカクイ 0.4m3

8 セリ 0.5 m3 タウコギ 1.2 m3 コウキヤガラ 0.3 m3

9 タイヌビエ 0.4m3 スゲ sp. 0.9 m3 アゼガヤツリ 0.2 m3

10 スゲ sp. 0.3 m3 イヌスギナ 0.4m3 セリ 0.1 m3

注） 網掛けした種は一年生，白抜きした種は多年生を示している。

図-3 DPと移植地の平均水温の推移



保全に加えて，地域住民に利用される場として位置づ

けていかなければならない。移植先となった寺浜地区

の水田周辺には，高台移転した公営避難住宅が建設さ

れている。ミズアオイの開花時期に大群落が鑑賞でき

るような散策の場として利用を図るなど，レクリエー

ションの場としての利用も検討する必要がある。
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